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るechinoderm microtubule associated protein-like4 (EML4)遺伝子と, 受容体型チロシンキナーゼ














た。 CTスライス厚は5mm-10mm厚で評価を行った。CT所見は,mass (3cmを超える腫瘤)または nodule 






反応性について,36例中20例で評価可能であった。一次治療では10例 (50.0%)で部分奏功(PR: partial 
response), 9例（45.0%）で安定(SD: stable disease), 1例(5.0%)で進行(PD: progressive disease)















遺伝子はともにヒトの２番染色体の短腕内に存在する, echinoderm microtubule associated protein-













いて,36例中20例で評価可能であった。一次治療では10例 (50.0%)で部分奏功(PR: partial response), 9
例（45.0%）で安定(SD: stable disease), 1例(5.0%)で進行(PD: progressive disease)であった。二次
治療では5例(26.3%)で部分奏功 (PR), 11例（57.9%）で安定(SD), 3例(15.8%)で進行(PD)であった。二次
治療で部分奏功した5例はすべてクリゾチニブによる治療であった。一次治療の無増悪期間は平均8.2ヶ月
であり, 二次治療の無増悪期間は平均6.0ヶ月であった。 
【考察】切除不能 ALK 陽性肺癌は大多数が GGO を含まない腫瘍成長パターンを示し,侵襲性の強い形質を
持っていた。また切除不能 ALK 陽性肺癌の二次治療における ALK 阻害剤の潜在的有用性を示している。 
 
この論文に対し、主査と第一副査からは １．このような転座が起こる原因は何か ２．他の転座パート
ナー、Variant に共通した Motif はあるか ３．EGFR 変異が共存しない理由はなにか ４．この融合蛋白
が Constitutive active となるメカニズムは何か ５．この融合遺伝子によってがん化する細胞は EGFR
遺伝子変異によって起きるものと異なるか などの質問があった。 
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